
基　本　目　標 主　な　Ｋ　Ｐ　Ｉ　（H31)

認定農業者数（H26)83体→103体

６次産業化事業件数（H26)0件→5件

商業従業者数（H24)5.6千人→8千人

誘致企業数（H26)9社→17社

空き店舗活用件数（H26)3件→43件

就業相談窓口年間利用者数
など （H26)14.7千人→15.4千人

など

普通救命受講者数(H26)10→20％

コミュニティバス年間乗客数
（H25)41千人→45千人

移住、定住等相談件数（H26)0件→75件

空き家バンク成約物件数（H26)8戸→58戸

年間観光入込客数
（H26)1,132千人→1,200千人

ｽﾎﾟｰﾂ合宿年間誘客数
（H26)1,952人→2,050人

など

乳幼児健診受診率（H26)95.6％→100％

待機児童数（H26)31人→0人

放課後児童クラブ登録利用児童数
（H26)655人→850人

一時預かり保育年間利用者数
（H26)0.5千人→3.5千人

地域子育て支援センター年間利用者数
（H26)33千人→50千人

小・中学生の毎朝の朝食摂取率
（H26)80％→90％

など

特定健診受診率（H25)48.5→65％

認知症サポーター数（H26)4.2千人→7千人

校区コミュニティ協議会自主事業数
（H26)0件→17件

生涯学習講座等年間参加者数
（H26)0.8千人→1千人

など
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県央の良さを活
かした、県内一
くらしやすい
まちづくり

将　来　像 安全・安心に暮らせる環境と交通
基盤の整備

基本目標２～訪れるなら“あいら”～

魅力あるまちをつくり、新しいひと

の流れをつくる
　豊かな自然環境と本市の強みである県央の地

理的優位性を活かし、地域間を結ぶ交通網の整

備や、質の高い住環境を備えたまちづくりを進め、

市外からの移住・定住や若者の地元定住等の促

進を図るとともに、本市への観光・交流人口の拡大

を図ります。

【数値目標】

５年間の社会増3,300人

●市民・地域と行政
が協力しあい、一体
感あふれるまち

●豊かな人間性を
育むまち

●子どもを安心して
生み育てることがで
きる、子育て支援の
まち
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重　点　項　目

基本目標１　～働くなら“あいら”～

地域資源を活かした活力ある産
業、雇用をつくる
　農林水産業をはじめ、商工業、サービス産業等

がお互いの持ち味を活かしながら、ともに協力し合

い、地域の歴史や文化に育まれた地域の資源や

素材を活用することで、地域経済を活性化させ、

多様で魅力的な活力ある産業と就業機会を創出

します。

【数値目標】
５年間の新規就業者数9,000人

魅力的な生活空間の整備

地域の魅力と資源を活かした観光
の振興

結婚・妊娠・出産・子育ての支援
体制の整備

子育てを支援するための環境整
備

自立を育むための市民総ぐるみに
よる協働の子育て

・子ども医療費助成（中学生まで拡充）など子育て家庭への支援

80,000人

・地域包括ケアシステムの充実
●経営感覚を持っ
た行財政運営のま
ち

基本目標４　～住むなら“あいら”～

生涯すこやかで、いきいきと暮ら

し、支え合える地域をつくる
　市民一人ひとりが、健やかに自分らしい生活を送

ることができ、笑顔で生きていくため、保健、医療、

福祉サービスを充実させ、お互いに支え合いなが

ら、安心して暮らせる地域づくりを進めます。

【数値目標】

住民基本台帳人口77,500人(H31)

連携中枢都市圏等、広域的な連
携の推進

・生涯学習学級・公民館講座の内容充実

将来人口（H32）

いきいきと暮らせる健康づくり、地
域づくりの推進

活力あるコミュニティ活動、市民活
動の推進

・子どもの基本的生活習慣（凡事徹底）の確立を図る活動の推進

・健康の保持・増進に関する知識の普及・啓発の推進

●地域資源を活か
した活力ある産業の
育つまち

●環境にやさしく、
豊かな自然と共生・
調和するまち

●快適で暮らしやす
いまち

・放課後児童健全育成事業や地域子育て支援拠点事業の充実

など

・校区コミュニティ協議会の構築・育成・支援

など

・豊かな心の育成・道徳性の向上を目指した取組の推進

・中小企業の経営基盤の強化支援

・空き家バンク制度の利用促進

・中山間地域等への移住定住支援や移住体験事業の構築

・市民自らの手による救急救命活動に対する意識の向上

・公共交通機関の連携等による公共交通システムの拡充

・各種スポーツ大会や合宿・コンベンション等の誘致の促進

・ハローワーク等との連携による就職相談・就業支援事業の推進

・起業や空き店舗活用、企業誘致の推進

・子どもを生み育てる健康支援体制の充実

・着地型と滞在型を組み合わせた観光振興の推進

など

主　な　施　策

・６次産業化の構築や「あいらブランド」の確立

・農林水産業の担い手や新規就業者など後継者の確保・育成支援

2015～2019年度の５年間（H27～H31)　　　　　

●生涯すこやかで、
ともに支えあい、いき
いきと暮らせるまち

・にしきあさり、しいたけ、有機野菜等、農林水産物の生産拡大の推進

基本目標３～子育てなら“あいら”～

結婚・妊娠・出産・子育ての希

望を実現する
　若い世代が安心して結婚・妊娠・出産・子育てを

しやすい社会を創るとともに、子どもたちが、家庭や

地域に見守られながら、安心して子育てができる

環境を実現します。

【数値目標】

５年間の出生数3,260人

活力あふれる農林水産業の振興

まちの活力を育む商工業の振興

多様な就業機会の創出

・保育所等の待機児童の解消


